23. 体であそぼう(3) ~動物あてゲーム~
○　目的：動詞、形容詞、体の部位を言うことに慣れる。 
○　対象：小学校5・6年生
○　文法：Who am I? I’m~. You have~. You can~.

○　語彙：fly/ jump/ swim/ run/ walk/ head/ eyes/ mouth/ nose/ ears/ hands/ legs
big/ small/ short/ long

○　準備：動物の絵カード
＜タスクの進め方＞
○　Pre-task
　１．動作、体の部分の言い方の復習をする。
　２．形容詞の言い方を、動作をしながら導入する。
　３．動作をしながら発音を練習させる。
　４．ゲームの説明をし、デモを見せる。
○　Task
１．児童を二つのチームに分ける。
２．動物の絵カードを黒板にはり、どんな動物がいるか覚えさせる。
３．各チームから一人ずつ前に出し、黒板を背にして立たせる。
４．前に出てきた児童(代表者)に見えないように、各チームへの絵カードを選ぶ。
５．各チームの代表者は残りの児童にWho am I?と尋ねる。
６．各チームの残りの児童は一人ずつ順番にその動物について、体の部分や動作を表す語、形容詞を使い、You are-. / You have-. / You can-.の文章でヒントを出す。

７．代表者は出されたヒントをよく聞き、ジェスチャーをしながら自分が何の動物かを考え、答えが分かったらI’m -.で答える。
８．代表者が正解したら、残りの生徒は全員でYou are-.と言い、次の生徒が前に出て、を同様に行う。
９．チーム全員が代表者になり、早く終わったほうの勝ち。
＜ワンポイント・アドバイス＞
　児童の様子を見て、動物を増やしてもよい。
(Ayumi)
一人目…その動物の大きさについてヒントを出す。�　         例) A: rabbit ― You are small. � 二人目…体の部分についてのヒントを出す。�           例) A: rabbit ― You have long ears.� 三人目…動作についてのヒントを出す。�　　　　 　例) A: rabbit ― You can jump. 








